
Ⅰ．はじめに
医療事故の増加に伴い、鍼灸の過誤に対する安

全対策に関心が寄せられている80-82）。折鍼は、鍼
治療過誤の中で医事紛争件数や文献数をみても一
番多い82, 83）。折鍼事故は、気胸や感染などの有害

事象に比べ鍼そのものが生体内に残るため、鍼に
よる過誤の因果関係が立証されやすい。また、生
体内の伏鍼を論じる場合は、埋没鍼などの生体内
に鍼を残置することを目的にした治療によるもの
か、治療者の不注意や不良鍼の問題か、患者の咳
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や体動による問題かによって対応が変わってくる。
本研究の目的は、折鍼に関する和文献を検討す

ることにより折鍼の実態を整理し、折鍼防止の基
礎資料を作成することにある。

Ⅱ．対象文献
論文収集方法は、総論85）に示したが、①オン

ライン検索サービスのJOIS②医学中央雑誌のCD-

ROM③本安全性委員会が所蔵している論文の中
で、1996年までに発表された折鍼及び埋没鍼を扱
った論文とした。また、①、②、③で収集した論
文の引用文献で、折鍼及び埋没鍼（切鍼を含む）
を扱った論文を加えた。対象とする論文は、以上
の方法で検索した79件とした。

Ⅲ．検討項目
対象とした79文献について、①発表年代②掲載

雑誌名③論文の内容について検討した。また、症
例報告を扱った59論文については、①折鍼、埋没
鍼の分類②発見部位③患者のプロフィール④発見
場所⑤報告者が鍼灸師か医師などについて検討し
た。

Ⅳ．結　果
１．発表年代

最も古い文献は、1927年に発表された伊藤１）の
論文で、1970年代31件、1980年代23件が多いこと
がわかる（表１）。1970年代が多いのは、1972年
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表１　掲載雑誌名（年代別）



に「医道の日本誌」が、折鍼を特集したためであ
る。また、1990年代は10例であるが、1996年以降
の論文は扱っていないため今後増加することが予
想される。

２．掲載論文

掲載雑誌を医学関係雑誌と鍼灸関係雑誌に分け
ると、医学関係雑誌27誌に43件、鍼灸関係雑誌8

誌に36件報告されている（表１）。
医学系雑誌では、「整形外科と災害外科」、「中

部整災誌」などの整形外科関係雑誌に11件、「西
日泌尿」「泌尿紀要」などの泌尿器科関係雑誌に
11件、「脳神経外科」、「脳外科」などの脳神経関
係雑誌に6件と報告されている。泌尿器関係雑誌
では、上部尿路異物としての折鍼の報告、整形外
科や脳神経関係の雑誌では、頚髄損傷の報告がほ
とんどである。鍼灸関係雑誌では、36件中の26件
が「医道の日本誌」である(表１)。

３．論文の内容

79論文を内容により、①症例報告を中心とした
論文57件②実験研究6件（その内、1件は症例報告
を含む）③総説6件④啓蒙5件⑤その他5件（その
内、1件は症例報告を含む）に分けた。啓蒙は、
折鍼や埋没鍼の危険性などについて記載した論文
である（表２）。症例報告の詳細は、別項で検討
する。
折鍼に関連する実験研究は、動物実験等により

折鍼した鍼をＸ線により経過観察し鍼の迷入を観
察したものが中心である。折鍼文献中に通電や滅
菌による鍼の損傷を観察する研究があったが、こ

の関係の論文は本委員会の安全管理の中で検討す
ることにし、本研究では除外した。
基礎研究で用いた動物は、家兎、モルモット、

ラット、犬でこれらの論文の結果をまとめると以
下の通りである。
①家兎を用いた実験では、折鍼した鍼は、運動す
る部位では相当移動し運動の少ない部位で静止す
るか脱出する。静止する場合は、結合織増殖によ
る管溝を形成する。人体内においては化膿する場
合がある１）。
②家兎を用いた実験では、折鍼した鍼を経過観察
している内に消失した例がみられる。この場合、
鍼が体内から脱出した可能性と鍼が溶解する場合
とが考えられる16）。
③モルモットやラットを用いた実験では、腎臓、
腸管、脊髄などの臓器に迷入する場合がある11, 48）。
④ラットを用いた実験では、可動域の大きい関節
部やよく動かす筋中の鍼は広範囲に移動しやすく、
骨間部などでは移動が少ない。鍼は、結合織に被
包されている場合とない場合がある。金鍼の細く
短い鍼は、移動性が低い傾向にある48）。
⑤成犬を用いた実験では、折鍼の移動は、長さよ
り刺入部位と関係している56）。
⑥影山は、生徒に折鍼された２回の体験例で、自
身の乳様突起近位で折鍼した鍼の行方をＸ線で観
察し、１回目の折鍼時の鍼はそれほど移動してい
ないが、２回目の折鍼時の鍼は３つの陰影が認め
られ１本の針が３つに切断されたことを報告して
いる４）。

４．症例報告

症例報告は、30雑誌の59文献中の94症例につい
て検討した（表３）。また、これらの症例中、埋
没鍼と思われる症例は32例、折鍼と思われる症例
は62例であった。
２）症例のプロフィール

性別は、男38例、女50例、不明６例であっ
た。年齢は、40代27例、60代18例、30代12例が
多い（表４）。

３）鍼の材質・太さ・長さ
鍼の材質、長さ、太さは、鍼が摘出されない
場合は確認できない場合が多く、また、鍼灸師
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の自験例でも記載されていない場合が多く不明
が大半を占めている。
材質は、銀鍼14例、金鍼4例、ステンレス鍼４
例、不明72例である。太さは、１番１例、３番
６例、４番３例、５番５例、６番１例、不明78

例で、長さは、５分１例、１寸１例、１寸３分
５例、１寸６分６例、２寸１例、不明78例であ
る（表５）。

４）鍼治療の部位
背腰部が40例、項頸部22例、胸腹部８例、顔
面５例などで不明が12例であった（表６）。

５）発見部位
発見された鍼の部位は、頸部脊柱管32例、腰
部脊柱管３例などの脊柱管や腎臓６例、尿管５
例などの上部尿路、背腰部７例が多い。また、
心室の中隔に発見された症例も報告されている
36, 45）（表７）。
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６）発見までの期間
直後10例、１ヶ月未満8例、１ヶ月以上～１

年未満14例、１年以上～５年未満10例、５年以
上16例、不明26例であった（表８）。

７）摘出の有無
摘出した例は55例、摘出しなかった例は35例、
自然排出４例が報告されている（表９）。

８）報告者が鍼灸師か医師
医師による鍼の摘出や発見例は54例、鍼灸師
の報告例35例である。患者や友人からの話をも
とに折鍼例を報告したものは５例である（表
10）。

Ⅴ．考察
今回、本委員会が行った有害事象の文献研究で
は、折鍼を扱った文献が最も多い。医道の日本誌
が行った現代鍼灸業態アンケート集計結果による
と、回答者2,184人中の1,010人が治療事故の経験
があると答えている。事故経験者の中で事故の種

類を見ると、脳貧血67％、火傷41％、折鍼14％、
気胸12％が多い。16年前に行った同様の調査と比
べ折鍼は減少し、その理由について、ディスポー
ザブル鍼の普及により、鍼が廉価になり消耗品と
して使用することが多くなったと考察している84）。
一方、1976年～1997年に発生した日本鍼灸師会の
医事紛争件数を見ると、総数569件で、その内訳
は、折鍼167件、気胸101件、火傷55件、化膿26

件、骨折65件の順に多い。しかし、折鍼事故は、
ここ数年は減少傾向にある83）。
本研究の文献掲載誌をみると、1973年に医道の
日本誌が折鍼の特集をしたことを除くと鍼灸関係
以外の医学関係雑誌に多く報告されている（表
１）。本研究では､1997年以降の文献は対象にして
いないため1990年代の発表件数は多くはないが、
今後の増加を予想すると医事紛争件数が減少して
いる割には折鍼の文献数は減少していない。
折鍼症例94例のプロフィールを見ると、性別で

は女性が多く、年齢は40代をピークに30～60代が
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多い（表４）。これは、一般に鍼灸を受療してい
る層と同様である。使用している鍼は、実際に摘
出されないと材質や太さがわからず不明の場合が
多かった（表５）。しかし、埋没鍼では金鍼を使
用している例が多かった。
鍼治療部位は、後頸部と腰背部が全体の半数以
上を占めている。また、鍼の発見部位は、頸部脊
柱管や上部尿路や背腰部が多い。心室の中隔に発
見された例も報告されている。顔面部の多くは埋
没鍼である。
治療部位と発見部位の関係を見ると、項頸部の

刺鍼により脊柱管に迷入した症例、背腰部の刺鍼
により上部尿路に発見された例が多い。これらの
中には迷入した鍼が尿管結石の核になったものが
報告されている（表７）。折鍼により症状が出現
するまでの期間を見ると治療直後に治療者が気づ
いた例から、５年以上も経過し発見されたものな
ど様々である（表８）。また、発見された鍼を摘
出したかを見ると摘出せずに体内に残存したまま
の例が37％あった。
動物実験により折鍼した鍼の行方を観察した実

験研究では、鍼が体内から脱出した可能性と鍼が
溶解する場合があることが報告されているが、本
研究では、自然排出例は４例であった。剖検例で
鍼が結合織に被包されていて移動しなくなる場合
もあり、鍼の摘出による手術のリスクを考えた場

合、折鍼した鍼を摘出しなくてもよいとの意見が
散見される。しかし、腎臓、腸管、脊髄などの臓
器に迷入する場合があることが報告されており、
今回の結果でも脊柱管や上部尿路に発見された例
が多いことから、折鍼したことがわかった場合は、
医療機関による観察が必要と思われる。
平成４年７月27日の東京地裁の折鍼事故の判決

では、被告（鍼灸師）の責任について
①鍼治療を行う者は、鍼を患者の体内に残置させ
てはならない義務を負う。体内に残置された伏鍼
は移動することがあり、臓器等に損傷を与える部
位に刺鍼する場合は、折鍼事故を防止すべき高度
の注意義務を負う。風池穴は、脳幹部に近く、死
に至る可能性もあるので高度の注意義務を負うと
ころである。②患者の体動防止についての注意を
した立証がない。③何回か使用したステンレス鍼
で、低周波パルス通電をしたことから何らかの欠
陥により生じた蓋然性が高いと考え、被告に約500

万円の支払いを命じている。
以上のことから折鍼事故に対する鍼灸師の注意

義務は、何回も使用した不良な鍼を使用しないこ
と、施術中は身体を動かさないように患者に伝え
ておくこと、臓器等の損傷の可能性がある部位に
刺鍼する場合は細心の注意を払い施術することで
ある。これらの注意を払わずに折鍼を起こした場
合は、鍼灸師に法的責任があることが示されてい
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る。
今回、折鍼文献62例と埋没鍼文献32例を分けて
示したが、折鍼は偶発的に起きるのに対し、埋没
鍼は生体内に鍼を残置する目的で行う治療である
からである。つまり、埋没鍼を除けば、鍼による
生体内伏鍼の過誤件数はかなり減少する。昭和63

年３月25日の大阪地裁の埋没鍼による神経損傷の
判決では、鍼の遊走迷入を防止する確たる措置を
伴うものでなければ許されないと指摘している。
今回の折鍼文献を検討してわかったことは、論

文の発表者のほとんどが医師で、折鍼を起こした
鍼灸師が全体の38％と少ない。そのために、どの
ような鍼を用い、どこに刺鍼したかなど不確実な
場合が多い。また、折鍼により、新たな症状が発
症したのか、折鍼前の主訴が増強したのか因果関
係が立証されていない症例もある。特に、折鍼の
原因が、治療者の不注意によるものか、不良鍼の
問題か、患者の体動による問題かを記載した文献
はほとんどない。そのため、折鍼予防に対する十
分な考察ができなかった。実験研究を行う上でも、
ヒトを用いた実験は不可能なため、動物による実
験が報告されているがラットや兎の実験結果がヒ
トにも適応できるかは不明確である。
しかし、生体内に残置された鍼が遊走迷入され

る例は多数報告されており、折鍼事故を防ぐため
の注意義務を踏まえて治療を行い、不幸にして折
鍼を起こした場合の患者への十分な説明が必要と
考える。

Ⅵ．まとめ
折鍼と埋没鍼に関する和文献79件を検討して以

下の結果を得た。
１）発表年代を見ると、1970年以降増加してい

た。
２）論文のほとんどが症例報告であった。
３）埋没鍼と思われる症例が、34.1％占めていた。
４）症例は女性が多く、年齢は30～60代が多かっ

た。
５）鍼の材質、太さ、長さなど記載されていない

論文がほとんどである。
６）発見部位は、脊柱管、上部尿路、背腰部が多

かった。

７）発見までの期間を見ると５年以上経過したも
のがもっとも多かった。

８）折鍼を摘出しなかった例は、37.2％であった。
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要　　旨

折鍼の実態を整理し、折鍼防止の基礎資料を作成するために、1927年から1996年までに発表された折鍼
及び埋没鍼に関する和文献について検討した。対象となった79文献は、医学関係雑誌27誌に43件、鍼灸関
係雑誌8誌36件に報告されていた。発表年代をみると1970年以降増加していた。また、症例報告を扱った
59文献中の94症例を検討した結果、症例は女性が多く、年齢は30～60代が多かった。埋没鍼を扱った症例
が32例報告されていた。鍼の材質、太さ、長さについては、ほとんどの論文に記載されていなかった。折
鍼の発見部位は、脊柱管、上部尿路、背腰部が多く、発見までの期間を見ると５年以上経過したものが16

例ともっとも多かった。折鍼を摘出しなかった例が、35例報告されていた。
折鍼した鍼は、脊柱管や上部尿路に遊走迷入する例が報告されており、折鍼事故を防ぐための対策が必
要と思われる。
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（
患
者
）
�

鍼
灸
師
�

（
患
者
）
�

腰
痛
、
血
尿
、
�

頻
尿
�

急
性
化
膿
性
膝
�

関
節
炎
�

折
鍼
部
の
鈍
痛
�

� 折
鍼
部
の
鈍
痛
�

� 一
時
的
な
折
鍼
�

部
の
鈍
痛
�

歩
行
困
難
�

� 腰
部
違
和
感
�

� な
し
�

� な
し
�

� 坐
骨
神
経
痛
�

� 右
半
身
の
し
び
れ
�

� 腰
痛
、
尿
混
濁
、
�

頻
尿
�

血
尿
�

� ふ
る
え
・
悪
寒
�

� 血
尿
、
発
熱
�

� 鼻
根
か
ら
鼻
唇
に
�

か
け
て
の
腫
瘤
�

腰
部
に
膿
瘍
�

� 胃
痛
、
腹
痛
�

� 左
側
腹
部
痛
�

発
作
�

治
療
中
に
股
関
�

節
痛
増
強
�

な
し
�

� 腰
痛
�

� 膝
痛
�

� 下
肢
痛
�

� な
し
�

� な
し
�

� な
し
�

� 運
動
障
害
�

� 下
腿
痛
�

� な
し
�

� な
し
�

� 母
指
頭
大
の
�

硬
結
�

な
し
�

� 腹
痛
�

５
年
�

� １
１
年
�

� 直
後
�

� 直
後
�

� 折
鍼
後
～
�

２
ヶ
月
間
�

翌
日
�

� 翌
日
�

� � � � � 不
明
�

� ２
日
後
�

� ２
年
�

� 不
明
�

� 治
療
後
（
次
�

第
に
回
復
）
�

３
０
年
�

� １
３
年
�

� ５
年
�

� １
０
年
�

� ６
年
�

� 直
後
�

� す
ぐ
に
�

� 不
明
�

� す
ぐ
に
�

� す
ぐ
に
�

� � � � � � � ３
ヶ
月
�

� す
ぐ
に
�

� � � � � � � � � ３
時
間
�

摘
出
し
た
�

(手
術
)�

摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
た
�

(手
術
)�

摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
�

� 摘
出
�

� 摘
出
し
た
�

(手
術
)�

摘
出
し
た
�

(手
術
)�

摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
（
１
本
）
�

� 摘
出
�

（
鼻
縁
の
み
）
�

自
然
排
出
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
た
�

(手
術
)�

摘
出
し
た
�

(手
術
)�

摘
出
し
た
�

� 摘
出
し
た
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
た
�

� 摘
出
し
た
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
た
�

� 摘
出
し
た
�

腰
部
�

� 膝
部
�

� 項
頚
部
（
乳
�

様
突
起
後
方
）
�

項
頚
部
（
乳
�

様
突
起
後
方
）
�

下
腿
（
承
山
）
�

� 下
腿
�

（
足
三
里
）
�

腰
部
�

� 腹
部
、腰
部
�

� 腰
部
�

� 腰
部
�

� 項
頚
部
�

� 腰
部
�

� 不
明
�

� 腰
部
、腹
部
�

� 不
明
�

� 顔
面
�

� 腰
部
�

� 腰
部
�

（
腎
兪
な
ど
）
�

腰
部
�

� 股
関
節
�

� 腰
部
�

� 不
明
�

� 膝
�
� 腰
部
�

� 腰
部
�

� 腰
部
�

� 腰
部
�

� 腰
部
�

� 下
腿
�

� 眼
窩
�

� 腰
部
�

� 腰
部
�

� 臀
部
�

� 腹
部
�

腎
臓
�

背
部
、膝
部
�

頚
部
�

頚
部
�

不
明
�

下
腿
�

腰
部
�

ー
�

ー
�

腰
部
脊
柱
管
�

頚
部
脊
柱
管
�

(C
1
/2
)�

腎
臓
（
結
石
）
�

尿
管
�

腰
部
、腹
部
�

腎
臓
（
結
石
）
�

顔
面
�

腰
部
�

ー
�

尿
管
�

股
関
節
�

腰
部
�

腰
部
�

不
明
�

不
明
�

� � 不
明
�

腰
部
�

下
腿
�

眼
窩
�

� � 陰
部
下
方
�

腹
部
�

1
�

多
数
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

数
本
�

3
�

1
�

8
�

1
�

1
�

1
5
�

多
数
�

６
本
�

1
�

7
�

3
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1

金
鍼
�

不
明
�

銀
鍼
�

銀
鍼
�

銀
鍼
�

銀
鍼
�

不
明
�

銀
鍼
�

不
明
�

� � 不
明
�

不
明
�

不
明
�

不
明
�

銀・
銅・
亜
�

鉛
を
含
む
�

銀
鍼
�

金
鍼
�

不
明
�

不
明
�

5
6
�

不
明
�

4
8
�

4
8
�

寸
６
�

寸
３
�

不
明
�

寸
３
�

不
明
� � �

4
0
�

不
明
�

5～
70
�

不
明
�

不
明
�

寸
６
�

寸
６
�

不
明
�

不
明
�

不
明
�

不
明
�

４
号
�

（
1
.7
）
�

４
号
�

（
1
.7
）
�

３
番
�

１
番
�

不
明
�

３
番
�

不
明
� � �

３
号
�

(0
.1
5
)�

不
明
�

不
明
�

不
明
�

不
明
�

５
番
�

３
番
�

不
明
�

不
明
�

1
9
3
6
�

1
9
4
0
�

1
9
5
3
�

1
9
5
3
�

1
9
5
4
� �

1
9
5
4
� � �

1
9
5
8
� �

1
9
6
0
�

1
9
6
6
�

1
9
6
9
�

1
9
6
9
�

1
9
6
9
�

1
9
7
1
� �

1
9
7
1
�

1
9
7
2
�

1
9
7
2
�

1
9
7
2
� � � � �

1
9
7
2
� �

1
9
7
2
�

1
9
7
2
�

1
9
7
2
�

1
9
7
2

腰
痛
�

全
身
の
牽
引
痛
�

な
し
�

な
し
�

坐
骨
神
経
痛
�

下
肢
倦
怠
感
�

胃
痙
攣
�

腰
痛
�

貧
血
�

腰
痛
�

肩
凝
り
�

腰
痛
�

不
明
�

リ
ウ
マ
チ
�

頭
痛
、頚
肩
�

痛
、腰
痛
�

鼻
閉
、鼻
漏
、�

頭
重
感
�

な
し
�

な
し
�

腰
痛
�

股
関
節
痛
�

� 腰
痛
�

不
明
�

坐
骨
神
経
痛
�

不
明
�

な
し
�

腰
痛
�

不
明
�

腰
痛
�

白
内
障
�

腰
痛
�

腰
痛
�

坐
骨
神
経
痛
�

胃
ア
ト
ニ
ー
�

折
鍼
�

埋
没
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

埋
没
鍼
�

埋
没
鍼
�

不
明
�

埋
没
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

埋
没
鍼
�

埋
没
鍼
�

埋
没
鍼
�

折
鍼
�

埋
没
鍼
�

埋
没
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

埋
没
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

4
9
�

4
6
�

不
明
�

不
明
�

不
明
�

3
5
�

不
明
�

3
7
�

3
8
�

2
5
�

6
0
�

4
8
�

4
7
�

4
3
�

6
9
�

4
6
�

不
明
�

不
明
�

3
9
�

6
9
�

5
0
�

4
6
�

6
3
�

5
3
�

2
4
�

不
明
�

不
明
�

不
明
�

不
明
�

6
1
�

2
8
�

6
8
�

2
0
�

3
0

腎
臓
異
物
の
一
例
�

� 珍
ら
し
き
症
状
を
呈
せ
る
�

異
物
（
針
）
二
例
�

人
体
内
に
於
け
る
折
鍼
�

の
Ｘ
線
像
�

� � 折
針
の
一
観
察
例
�

� � � 折
針
療
法
�

� � � � � 鍼
治
療
事
故
に
よ
る
神
経
�

障
害
�

� � 腎
盂
異
物
（
鍼
針
）を
核
�

と
し
た
腎
盂
結
石
�

鍼
針
を
核
と
せ
る
尿
管
結
�

石
の
１
例
�

Ｘ
線
写
真
に
よ
り
体
内
�

異
物
�

結
石
を
伴
っ
た
腎
異
物
�

（
鍼
針
）
の
１
例
�

鍼
灸
用
銀
針
に
よ
る
異
物
�

肉
芽
腫
の
１
例
�

切
鍼
と
埋
没
鍼
の
得
失
�

に
つ
い
て
�

� � 鍼
針
に
よ
る
原
発
性
尿
管
�

結
石
�

折
針
始
末
記
�

� 折
針
の
手
術
�

� 無
害
と
思
わ
れ
た
折
鍼
の
�

手
術
�

� � � � � � � � 針
と
水
銀
と
針
痕
青
変
の
�

関
連
と
折
針
の
問
題
�

� � 折
鍼
の
思
い
出
�

� 折
針
の
経
験
�

� 私
の
折
針
経
験
�

� 折
鍼
に
つ
い
て
�

臨
床
の
皮
膚
泌
尿
�

と
其
境
域
�

外
科
�

� 自
律
神
経
雑
誌
�

� � � 臨
床
針
灸
�

� � � 臨
床
針
灸
�

� � � � � 臨
床
雑
誌
  
外
科
�

� � � 泌
尿
紀
要
�

� 皮
膚
と
泌
尿
�

� 日
本
放
射
線
技
術
�

学
会
雑
誌
�

泌
尿
紀
要
�

� 耳
喉
�

� 医
道
の
日
本
�

� � � 西
日
泌
尿
�

� 医
道
の
日
本
�

� 医
道
の
日
本
�

� 医
道
の
日
本
�

� � � � � � � � � 医
道
の
日
本
�

� � � 医
道
の
日
本
�

� 医
道
の
日
本
�

� 医
道
の
日
本
�

� 医
道
の
日
本
�
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文
献
�

№
�
症
例
�

№
�

論
文
・
�

抄
録
�

折
鍼
・
埋
没
�

鍼
の
別
�

鍼
の
�

材
質
�
鍼
の
�

長
さ
�
鍼
の
�

太
さ
�

症
状
発
現
ま
�

で
の
期
間
�

折
鍼
に
よ
る
症
状
�

鍼
治
療
時
�

の
主
訴
�

発
見
され
�

た
本
数
�

筆
頭
著
者
�

論
文
名
�

性
別
�
年
齢
�
報
告
者
�

発
見
部
位
�

鍼
治
療
部
位
�

摘
出
の
有
無
�発
表
年
�

雑
誌
名
�

2
2
�

� �

2
3
�

� � �

2
4
�

� � �

2
5
�

2
6
�

2
7
�

2
8
�

2
9
�

� � �

3
0
�

3
1
�

3
2
�

� � �

3
3
�

3
4
�

3
5
�

� � �

3
6
�

3
7

3
5
�

3
6
�

3
7
�

3
8
�

3
9
�

4
0
�

4
1
�

4
2
�

4
3
�

4
4
�

4
5
�

4
6
�

4
7
�

4
8
�

4
9
�

5
0
�

5
1
�

5
2
�

5
3
�

5
4
�

5
5
�

5
6
�

5
7
�

5
8
�

5
9
�

6
0
�

6
1
�

6
2
�

6
3
�

6
4
�

6
5
�

6
6
�

6
7

多
田
価
�

� � 福
島
達
夫
�

� � � 木
下
晴
都
�

� � � 調
亟
治
�

贄
田
茂
雄
�

村
橋
勲
�

上
山
秀
麿
�

塩
沢
幸
吉
�

� � � 草
場
英
介
�

吉
田
秀
雄
�

児
島
義
介
�

� � � 陶
棣
土
�

藤
本
吉
範
�

南
川
正
純
�

� � � 山
本
哲
�

後
藤
直
史
�

� � � � � � � � � � � 論
文
�

論
文
�

抄
録
�

論
文
�

論
文
�

� � � 論
文
�

抄
録
�

論
文
�

� � � 論
文
�

抄
録
�

論
文
�

� � � 抄
録
�

論
文
�

男
�

男
�

男
�

女
�

女
�

男
�

男
�

不
明
�

女
�

女
�

女
�

男
�

不
明
�

女
�

女
�

男
�

男
�

男
�

不
明
�

男
�

女
�

女
�

女
�

女
�

女
�

女
�

女
�

男
�

女
�

女
�

女
�

女
�

女
�

鍼
灸
師
�

（
患
者
）
�

鍼
灸
師
�

（
患
者
）
�

鍼
灸
師
�

（
患
者
）
�

鍼
灸
師
�

（
患
者
）
�

鍼
灸
師
�

（
患
者
）
�

鍼
灸
師
�

（
患
者
）
�

鍼
灸
師
�

（
患
者
）
�

医
師
の
話
を
�

聞
い
た
�

患
者
か
ら
�

聞
い
た
�

鍼
灸
師
�

（
患
者
）
�

鍼
灸
師
�

（
患
者
）
�

医
師
摘
出
例
�

� 医
師
摘
出
例
�

� 医
師
発
見
例
�

� 医
師
摘
出
例
�

� 鍼
灸
師（
弟
子
に
よ
�

る
著
者
へ
の
折
鍼
）�

鍼
灸
師
�

（
患
者
）
�

鍼
灸
師
�

（
患
者
）
�

鍼
灸
師
�

（
患
者
）
�

医
師
摘
出
例
�

� 医
師
摘
出
例
�

� 医
師
摘
出
例
�

� 医
師
摘
出
例
�

� 医
師
発
見
例
�

� 医
師
摘
出
例
�

� 医
師
摘
出
例
�

� 医
師
摘
出
例
�

� 鍼
灸
師
�

（
患
者
）
�

医
師
発
見
例
�

� 医
師
発
見
例
�

� 医
師
発
見
例
�

� 医
師
摘
出
例
�

� 医
師
摘
出
例
�

な
し
�

� な
し
�

� な
し
�

� な
し
�

� な
し
�

� な
し
�

� 鈍
痛
、
腫
脹
�

� 不
明
�

� 胃
痛
増
悪
�

� な
し
�

� な
し
�

� 胸
部
痛
、
呼
吸
�

困
難
�

胸
部
痛
�

� 血
尿
�

� 側
腹
部
痛
、
腰
痛
�

� な
し
�

� な
し
�

� な
し
�

� な
し
�

� 胸
部
痛
、
呼
吸
�

困
難
�

ホ
ル
ネ
ル
徴
候
、
�

歩
行
障
害
�

上
腕
痛
、し
び
れ
�

� 右
肩
・
上
腕
痛
�

� 上
下
肢
し
び
れ
�

� 両
下
肢
・
右
上
肢
�

し
び
れ
�

気
胸
�

� 手
の
巧
緻
障
害
、
�

歩
行
障
害
�

な
し
�

� 歩
行
時
痛
、
下
肢
�

の
重
い
感
じ
�

な
し
�

� 肩
痛
�

� 坐
骨
神
経
麻
痺
�

� 左
下
肢
し
び
れ
感
、�

左
上
下
肢
及
び
体
�

幹
の
発
作
性
激
痛
�

� � � � � � � � � � � � す
ぐ
に
�

� 不
明
�

� ２
ヶ
月
�

� � � � � １
３
年
�

� １
１
時
間
�

� ４
ヶ
月
�

� 1
1
年
�

� � � � � � � � � １
０
年
�

� 不
明
�

� １
週
間
�

� １
年
�

� ５
ヶ
月
�

� 不
明
�

� 治
療
直
後
�

� １
年
�

� � � 不
明
�

� � � 不
明
�

� 不
明
�

� ５
週
間
半
�

摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
た
�

� 摘
出
し
た
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
�

（
本
数
不
明
）
�

摘
出
し
た
�

� 自
然
排
出
�

� 摘
出
（
１
本
）
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 自
然
排
出
�

（
３
ヶ
月
後
）
�

摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
（
三
稜
�

鍼
に
て
切
開
）
�

摘
出
�

（
本
数
不
明
）
�

摘
出
し
た
�

� 摘
出
し
た
�

� 摘
出
（
？
）
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
た
�

� 摘
出
し
た
�

(手
術
)�

摘
出
（
本
数
�

不
明
）
�

摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
し
な
い
�

� 自
然
排
出
�

（
３
ヶ
月
後
）
�

摘
出
し
た
�

� 摘
出
�

（
本
数
不
明
）
�

腰
部
�

� 下
腿
�

� 肩
�
� 臀
部
�

� 背
部
（
心
兪
）
�

� 背
部
�

� 背
部
�

� 腰
部
�

背
部
、下
腿
、腹
�

部
、前
腕
、�

腹
部
�

� 腹
部
�

� 背
部
、腰
部
�

胸
部（
胸
骨
左
�

縁
第
３
肋
間
）
�

腰
部
�

� 不
明
�

� 背
部
（
心
兪
）
�

� 大
腿
（
殷
門
）
�

� 肩
部
�

� 膝
部
�

腰
部
、肩
甲
�

間
部
�

項
頚
部
�

� 項
頚
部
�

� 項
頚
部
�

� 項
頚
部
、腰
部
�

� 不
明
�

� 肩
部
（
肩
井
）
�

� 項
頚
部
�

� 手
部
（
合
谷
）
�

� 大
腿
�

� 腰
部
�

� 不
明
�

� 臀
部
�

� 項
頚
部
�

� � � � � � 背
部
�

腹
部
�

� � � 右
心
室
、�

背
部
、腰
部
�

胸
部
（
肋
間
腔
�

と
心
膜
の
間
）
�

上
部
尿
管
�

尿
管
（
結
石
）
�

不
明
�

膝
部
�

不
明
�

膝
部
�

心
室
中
隔
�

（
右
室
流
出
路
）
�

頸
部
脊
柱
管
�

（
C
2
/3
)�

頚
部
脊
柱
管
�

（
C
2
/3
）
�

頚
部
脊
柱
管
�

（
C
3
/4
）
�

頸
部
脊
柱
管
�

（
C
2
/3
）
�

頚
部
脊
柱
管
�

（
C
4
/5
）
�

胸
部
�

頸
部
脊
柱
管
�

（
詳
細
不
明
）
�

手
部
（
合
谷
）
�

坐
骨
神
経
近
傍
�

腰
部
�

肩
部
�

坐
骨
神
経
幹
部
�

頸
部
脊
柱
管
�

（
Ｃ
3
/4
）
、Ｃ
２
�

棘
突
起
後
方
�

4
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

7
0
�

1
�

1
�

1
2
�

1
�

1
�

多
数
�

1
�

1
�

1
�

1
�

多
数
�

1
�

1
�

9
�

多
数
�

1
�

1
�

6
�

1
�

1
�

1
�

1
�

1
�

多
数
�� � � � � � � � � � � � � 不
明
�

金
鍼
�

銀
鍼
�

銀
鍼
�

銀
鍼
�

ス
テ
ン
�

レ
ス
�

� 金
鍼
�

� � � � 不
明
�

� ス
テ
ン
�

レ
ス
�

不
明
�

ス
テ
ン
�

レ
ス
�

ス
テ
ン
�

レ
ス
�

�

� � � � � � � � � � � � �

3.
5㎝
�

不
明
�

不
明
�

２
寸
�

不
明
�

不
明
� �

0.
15
㎜
� � � � �

不
明
� �

不
明
�

不
明
�

寸
６
�

不
明
�

� � � � � � � � � � � � �

不
明
�

不
明
�

５
番
�

５
番
�

４
番
�

５
番
� �

3
5
㎜
� � � � �

不
明
� �

3o
r4
番
�

不
明
�

５
番
�

６
番
�

1
9
7
2
� � �

1
9
7
2
� � � �

1
9
7
2
� � � �

1
9
7
3
�

1
9
7
3
�

1
9
7
6
�

1
9
7
6
�

1
9
7
7
� � � �

1
9
7
9
�

1
9
7
9
�

1
9
8
0
� � � �

1
9
8
1
�

1
9
8
1
�

1
9
8
1
� � � �

1
9
8
2
�

1
9
8
2

腰
痛
�

下
肢
痛
�

肩
凝
り
�

不
明
�

不
明
�

不
明
�

不
明
�

不
明
�

胃
痛
�

腰
痛
�

月
経
不
順
�

腰
痛
、背
部
痛
�

心
窩
部
痛
�

腰
痛
�

リ
ウ
マ
チ
�

練
習
中
�

坐
骨
神
経
�

痛
、腰
痛
�

肩
関
節
痛
�

膝
痛
�

腰
痛
、肩
甲
�

間
部
痛
�

肩
凝
り
�

肩
凝
り
�

頚
肩
痛
�

不
明
�

肩
凝
り
�

肩
凝
り
�

肩
凝
り
�

頭
痛
�

下
肢
痛
�

腰
痛
�

腱
鞘
炎
�

腰
痛
、臀
部
か
ら
�

大
腿
外
側
の
疼
痛
�

肩
凝
り
�

埋
没
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

埋
没
鍼
�

埋
没
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

埋
没
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

埋
没
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

埋
没
鍼
�

埋
没
鍼
以
外
�

折
鍼
�

埋
没
鍼
�

埋
没
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

埋
没
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

折
鍼
�

4
5
0
�

不
明
�

２４
か２
５
�

6
3
�

1
8
�

4
7
�

4
1
�

不
明
�

3
0
�

7
5
�

2
5
�

4
5
�

5
5
�

3
6
�

4
7
�

不
明
�

3
5
�

3
7
�

不
明
�

4
5
�

4
6
�

4
0
�

3
9
�

4
2
�

6
0
�

5
0
�

6
4
�

3
7
�

4
3
�

4
5
�

4
9
�

6
8
�

4
8

恐
ろ
し
い
折
針
の
経
験
�

� � � � � 折
針
に
就
い
て
�

� � � � � � � 切
針
の
質
疑
に
答
え
て
�

� � � � � � � 右
心
室
内
迷
入
鍼
灸
針
の
�

体
外
循
環
下
摘
出
の
経
験
�

鍼
に
よ
る
心
外
傷
の
１
例
�

� 尿
管
異
物
結
石
の
自
然
�

排
出
例
�

結
石
を
伴
っ
た
尿
管
異
物
�

（
鍼
針
）
の
１
例
�

折
針
�

� � � � � � � 心
臓
内
伏
針
の
外
科
治
�

療
に
お
け
る
問
題
点
�

針
治
療
に
よ
る
脊
髄
損
傷
�

の
１
例
�

頸
部
脊
椎
管
内
へ
鍼
灸
の
�

鍼
が
遊
走
迷
入
し
た
４
症
例
�

� � � � � � 鍼
治
療
の
偶
発
症
に
�

つ
い
て
�

伏
針
に
よ
り
、
脊
髄
症
を
�

呈
し
た
１
例
�

折
針
４
症
例
に
つ
い
て
�

� � � � � � � 折
針
に
よ
り
坐
骨
神
経
麻
�

痺
を
呈
し
た
一
症
例
�

“
誤
っ
て
頸
髄
内
に
刺
入
�

さ
れ
た
鍼
”
の
一
症
例
�

医
道
の
日
本
�

� � � � � 医
道
の
日
本
�

� � � � � � � 医
道
の
日
本
�

� � � � � � � 心
臓
�

� 胸
部
外
科
�

� 日
本
泌
尿
器
会
誌
�

� 西
日
泌
尿
�

� 医
道
の
日
本
�

� � � � � � � 日
本
胸
部
外
科
学
�

会
雑
誌
�

臨
床
神
経
学
�

� 中
部
整
災
誌
�

� � � � � � � 医
道
の
日
本
�

� 中
部
整
災
誌
�

� 東
洋
医
学
と
ペ
イ
�

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
�

� � � � � � 中
部
整
災
誌
�

� 臨
整
外
�
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文
献
�

№
�
症
例
�

№
�

論
文
・
�

抄
録
�

折
鍼
・
埋
没
�

鍼
の
別
�

鍼
の
�

材
質
�
鍼
の
�

長
さ
�
鍼
の
�

太
さ
�

症
状
発
現
ま
�

で
の
期
間
�

折
鍼
に
よ
る
症
状
�

鍼
治
療
時
�

の
主
訴
�

発
見
され
�

た
本
数
�

筆
頭
著
者
�

論
文
名
�

性
別
�
年
齢
�
報
告
者
�

発
見
部
位
�

鍼
治
療
部
位
�

摘
出
の
有
無
�発
表
年
�

雑
誌
名
�

3
8
�

�

3
9
�

4
0
�

4
1
�

4
2
�

�

4
3
�

�

4
4
�

4
5
�

4
6
�

4
7
�

4
8
�

4
9
�

5
0
�

5
1
�

5
2
�

5
3
�

5
4
�

5
5
�

5
6
�

5
7
�

5
8
�

� �

5
9

6
8
�

6
9
�

7
0
�

7
1
�

7
2
�

7
3
�

7
4
�

7
5
�

7
6
�

7
7
�

7
8
�

7
9
�

8
0
�

8
1
�

8
2
�

8
3
�

8
4
�

8
5
�

8
6
�

8
7
�

8
8
�

8
9
�

9
0
�

9
1
�

9
2
�

9
3
�

9
4

比
江
嶋
睦
典
�

� 藤
谷
正
紀
�

朝
永
郁
夫
�

古
賀
哲
二
�

能
見
登
志
恵
�

� 佐
々
木
寛
�

� 朴
勺
�

加
藤
泰
三
�

丸
岡
伸
比
古
�

松
尾
良
一
�

前
田
学
�

伊
藤
茂
彦
�

山
口
誓
司
�

長
谷
川
修
�

奥
泉
宏
康
�

湯
澤
政
行
�

森
利
光
�

松
井
誠
司
�

魏
秀
復
�

安
保
裕
之
�

岡
伸
一
�

� � 平
田
義
博
�

論
文
�

� 抄
録
�

論
文
�

論
文
�

論
文
�

� 論
文
�

� 論
文
�

抄
録
�

論
文
�

論
文
�

論
文
�

論
文
�

論
文
�

論
文
�

論
文
�

論
文
�

論
文
�

論
文
�

論
文
�

抄
録
�

論
文
�

� � 抄
録
�

女
�

女
�

女
�

女
�

男
�

男
�

女
�

女
�

男
�

女
�

女
�

男
�

女
�

女
�

女
�

女
�

女
�

男
�

女
�

女
�

女
�

男
�

女
�

女
�

男
�

男
�

女
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
発
見
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
発
見
例
�

医
師
発
見
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
発
見
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

医
師
摘
出
例
�

青
色
母
斑
�

� 青
色
斑
�

� 右
半
身
し
び
れ
、
�

温
痛
覚
脱
失
�

左
上
肢
し
び
れ
、左
上
�

下
肢
の
運
動
麻
痺
�

腰
痛
、
下
腿
外
側
�

の
ぴ
り
ぴ
り
感
�

舌
か
ら
頬
部
の
し
�

び
れ
�

頚
痛
�

� 大
腿
外
側
痛
�

� 左
上
下
肢
の
知
覚
鈍
�

麻
、右
上
下
肢
の
脱
力
�

な
し
�

� 青
色
斑
�

� な
し
�

� 発
熱
、
腰
痛
�

� 青
色
斑
�

� 項
頚
部
痛
�

� � 背
腰
痛
�

� ホ
ル
ネ
ル
徴
候
、
�

上
下
肢
深
部
知
�

覚
障
害
�

右
手
指
し
び
れ
、
�

右
足
趾
し
び
れ
�

不
明
�

� 下
顎
部
・
肩
部
・
�

上
肢
痛
�

� 右
上
下
肢
し
び
れ
�

� 排
尿
障
害
�

� 右
上
肢
し
び
れ
、
�

脱
力
感
、知
覚
低
下
、�

軽
度
運
動
麻
痺
�

両
上
肢
・
体
幹
以
�

下
の
し
び
れ
�

両
上
下
肢
し
び
れ
�

・
放
散
痛
�

右
後
頚
部
放
散
痛
�

� 頬
部
痛
�

５
年
�

７
年
�

３
年
�

２
年
�

１
年
�

８
ヶ
月
�

２
日
�

１
年
�

２
年
�

� １
４
年
�

� １
４
年
�

２
年
後
�

１
０
年
�

数
年
�

１
２
年
�

４
年
�

� ３
～
１
７
年
�

数
ヶ
月
�

２
週
間
�

１
８
年
�

１
８
年
�

２
ヶ
月
�

７
ヶ
月
�

不
明
�

摘
出
（
１
本
）
�

� 摘
出
し
た
�

� 摘
出
�

（
本
数
不
明
）
�

摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
�

（
本
数
不
明
）
�

摘
出
し
た
�

� 摘
出
し
た
�

� 摘
出
し
た
�

� 摘
出
�

（
本
数
不
明
）
�

摘
出
し
な
い
�

� 摘
出
�

（
本
数
不
明
）
�

摘
出
し
た
�

� 摘
出
し
た
�

(手
術
)�

摘
出
し
た
�

(手
術
)�

摘
出
�

� � 摘
出
し
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